
お問い合わせ： kanken@rikkyo.ac.jp
立教大学観光研究所事務局

（電話でのお問い合わせ・お申し込みは受け付けません）

2024年度 ＜立教大学観光研究所主催＞

立教箱根・ツーリズム・ハイスクール 開催

立教大学観光研究所は、観光学を学びたいと考える全国の高校生に観光の魅
力をアピールすることを目的に、下記の通り特別講座を実施します。

【開催日程】2024年7月29日（月）・7月30日（火）・8月29日（木）

講座内容

本講座は、立教大学観光研究所における観光研究の蓄積をベー
スに、高校生の関心に対応できるよう工夫したプログラムです。

1日目は観光学の基本的視座・考え方（観光と地域社会・観光の
歴史と現在・観光と文化・観光対象と行動）を学びます。2日目に
は、立教大学における観光研究の源流となった箱根宮ノ下・富士
屋ホテルの見学を中心に、箱根における観光の現状をフィールド
ワークにて学びます。 最終レポートの提出を経て、3日目はオン
ラインで今回の学修を振り返ります。

参加状況、最終レポート、プレゼンテーションを評価し、立教大
学観光研究所から修了証を授与します。

開催場所

7月29日：立教大学池袋キャンパス ７号館 7201教室
7月30日：富士屋ホテル（神奈川県箱根町宮ノ下）/箱根湯本周辺

※9:45 湯本富士屋ホテル正面玄関集合/17:00箱根湯本駅周辺解散
8月29日：オンライン

定員
10名
※応募者多数の場合、応募書類に基づき受講者を決定します。※先着順ではありません。

受講資格 全国の高等学校2年生

受講要件 全日程に参加できること

受講料 無料（但し、交通費・昼食代・保険料は自己負担）

【講座概要】

【お申込み方法】
QRコードからWebにアクセスし、申込フォームに必要事項を入力してください。
講座開催案内（URL）https://www.rikkyo.ac.jp/research/institute/it/

【募集期間】2024年6月18日（火）～7月12日（金）



〇お申込みに際してのご注意
講座内容・講師等は変更になる場合があります/講座は写真撮影、映像収録を行う予定です（公開に際しては事前に承諾を別途いただきます）/お預かりした
個人情報は本事業に関わる目的にのみ使用します

◆ 講座責任者：橋本 俊哉（立教大学観光学部教授・観光研究所所長）
◆ プログラム責任者：庄司 貴行（立教大学観光学部教授・観光研究所副所長）

主催：立教大学観光研究所（東京都豊島区西池袋3－34－1）
協力：富士屋ホテル・一般財団法人箱根町観光協会

◆講座スケジュール（日時・タイトル・講師）◆

日 時間 タイトル 担当

7月29日

（月）

13:00-14:00

14:10-15:10

15:20-16:20

16:30-17:30

イントロダクション:観光と地域社会

観光の歴史と現在

観光と文化

観光対象と行動

庄司貴行（立教大学）

村上和夫（立教大学）

舛谷 鋭（立教大学）

橋本俊哉（立教大学）

7月30日

（火）

10:20-11:20

11:30-12:30

12:40-13:40

14:00-17:00

富士屋ホテルの歴史

昼食

ホテル見学・富士屋ホテル

フィールドワーク

富士屋ホテル

富士屋ホテル

佐藤守（箱根町観光協会）

8月29日

（木）

13:00-13:50

14:00-15:00

15:00-16:00

参加者プレゼンテーション

学修の振り返り

修了式

参加者全員

庄司貴行（立教大学）

村上和夫（立教大学）
橋本俊哉（立教大学）

○ 最終レポート課題： 「観光地・箱根」の現在の課題とは何か？

課題について、各自で考え、最終レポートをメール添付にて提出（期限：8月6日23:59厳守）

講師紹介：

佐藤 守（さとう まもる）：名古屋大学経済学部卒。（株）リクルートの旅行領域「じゃらん」で地域や宿泊施設の営業、

じゃらんNETの立ち上げなどを経験。じゃらん営業部長、北海道じゃらん社長、リクルートホールディングス総務部長を

経て2018年より箱根DMO（一般財団法人箱根町観光協会）に出向。現在専務理事として官民一体ALL箱根の実現に向

けて、箱根の観光戦略を推進中。

村上 和夫（むらかみ かずお）：立教大学名誉教授、立教大学観光学部元教授、立教新座中学校・高等学校元校長、

公益財団法人日本交通公社理事、日本観光ホスピタリティ教育学会元会長、日本観光研究学会元会長

他
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